
 

変動型最低制限価格方式の算定方法について （令和 6年 4月 1日改正） 
 

 

〇算定方法 

 （１） 有効な入札の数が「７」以上の場合。 

  (ｱ) 有効な入札の数の６０％を算定数（小数点以下切り上げ）とする。 

  (ｲ) 最低記載金額の入札を除き、入札金額の低いほうから算定数分の入札について、入札平均額（小数点以下切捨て）

を求める。 

  ※最低記載金額の入札が複数ある場合は、そのうち１者だけを除き、残りは入札平均額の算定対象とする。 

(ｳ) 入札平均額を１，０００円未満切捨てした額を最低制限価格とする。 

 

 （２） 有効な入札の数が「６」の場合。 

  (ｱ) 算定数を５とする。 

  (ｲ) 入札金額の低いほうから算定数分の入札について、入札平均額（小数点以下切捨て）を求める。 

(ｳ) 入札平均額を１，０００円未満切捨てした額を最低制限価格とする。 

 

 （３） 有効な入札の数が「２」から「５」の場合 

  (ｱ) 有効な入札のうち、最も低い入札金額を最低制限価格とする。 

  

  ※有効な入札とは、予定価格を超えない入札、契約規則等で定める無効入札要件に該当しない入札をいう。 

  



変動型最低制限価格の算定例

：算定対象者 （単位：円）

ケースA ケースＢ ケースＣ ケースＤ 計算例（【ケースＤ】の場合）

（６者参加） （７者参加） （１０者参加） （１６者参加）

１位 10,000,000 10,000,000 10,000,000 10,500,000 １） 算定数＝16×0.6＝9.6→10者※１

２位 10,200,000 10,200,000 10,100,000 10,500,000 ２） 最低金額入札者3者のうち1者のみを除き、

３位 【落札】10,800,000 10,300,000 10,500,000 10,500,000 金額の低いほうから10者で平均額を算定。

４位 11,000,000 【落札】10,500,000 【落札】10,800,000 11,000,000 平均額＝（10,500,000+10,500,000+11,000,000+

５位 11,000,000 10,700,000 11,000,000 11,500,000 11,500,000+12,000,000+12,100,000+12,200,000+

６位 11,200,000 10,800,000 11,000,000 【落札】12,000,000 12,400,000+12,500,000+12,500,000）÷10

７位 ― 11,000,000 11,100,000 12,100,000 ＝11,720,000※２

８位 ― ― 11,200,000 12,200,000 ３） 最低制限価格＝11,720,000※３

９位 ― ― 11,250,000 12,400,000 ４） 結果：１から５位は「失格」、６位が「落札」

１０位 ― ― 11,300,000 12,500,000

１１位 ― ― ― 12,500,000 ※１： 小数点以下がある場合は切り上げ

１２位 ― ― ― 12,500,000 ※２： 小数点以下切捨て

１３位 ― ― ― 12,600,000 ※３： 1,000円未満切捨て

１４位 ― ― ― 12,700,000

１５位 ― ― ― 12,750,000

１６位 ― ― ― 12,800,000

11,500,000 11,500,000 11,500,000 13,000,000

5者
7者×0.6＝4.2

≒5者
10者×0.6＝6者

16者×0.6＝9.6
≒10者

10,600,000 10,500,000 10,750,000 11,720,000

３位落札 ４位落札 ４位落札 ６位落札

１～２位失格 １～３位失格 １～３位失格 １～５位失格
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